
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

年 度 主 な 経 緯

Ｈ８ 用地買収着手

Ｈ８ 工事着手

Ｈ２１ 計画変更

全体計画
現在の
進捗状況
(進捗率)

前回評価時の
進捗状況
(進捗率)

事 業 費
４，５９２百万円 ２，６８５百万円

（５８．５％）

１，７９９百万円

(３９．２％)

用地買収
７５，７５０m2 ５８，４３０m2

(７７．１％)

３８，８９０ｍ2

(５１．３％)

計画延長
２，７５０ｍ １，８３０ｍ

(６６．５％)

１，１２６ｍ

(４０．９％)

事 業 場 所 前橋市女屋町～前橋市亀泉町

区 分 今回 前回（Ｈ２２）再評価時

全 体 事 業 費 ４，５９２百万円 ４，５９２百万円

全体事業費増減の理由 － －

事 業 期 間 Ｈ８～Ｈ３４ Ｈ８～Ｈ２８

事 業 内 容

河川延長 ２，７５０ｍ

確率規模１／１０

計画流下能力140m3/s

(現況流下能力18.6m3/s)

河川延長 ２，７５０ｍ

確率規模１／１０

計画流下能力140m3/s

(現況流下能力18.6m3/s)

寺沢川は、前橋市内（大胡町～女屋町）を流下し、桃ノ木川に合
流する流路延長12km、流域面積13.2k㎡の一級河川である。
河道の蛇行と断面狭小による流下能力不足から、過去に幾度と
なく家屋や農地の浸水被害が発生している状況である。 近年は、
上中流域の国道17号上武道路の開通に伴い宅地開発が進み、下
流域は学園都市整備など、流域の都市化が進んでいる。
このため、河道改修を行い流下能力を向上させることで、流域内
における浸水被害の軽減を図ることを目的とする事業である。

断面狭小 坂下橋整備前（洪水痕）

国道５０号

県道前橋西久保線

改修済み

学園都市整備事業
H2～H12(A=28ha)

寺沢川

事業箇所

計画延長
L=2,750m

位置図

まえばしし おなやまち まえばしし かめいずみまち

第５号議案
防災・安全交付金（河川改修）

一級河川寺沢川 前橋市

着工年度

評価理由

平成８年度

再評価後５年経過
てらさわかわ

① ②

①

②



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

①整備済区間

(凡例)

－ 未整備区間

－ 整備済区間

写真方向

－ 河川

計画延長 L=2,750m

県道 前橋西久保線

国道17号 上武道路

国道50号改修済み

学園都市整備事業
H2～H12(A=28ha)

②整備済区間

③未整備区間 ④未整備区間

Ｂ

Ａ

清水橋

計画延長 L=2,750m（整備済 L=1,830m）
道路橋10橋（整備済 7橋）
樋管20基 （整備済 16基）
堰1基 （整備済 1基）

女堀遺構

H17.7.30浸水

坂下橋

整備済区間L=１，８３０m

未整備区間L=９２０m

樋管の統廃合 １５基→１０基

堀の下新橋

H17.7.30浸水



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適当か？

費用便益分析

前 回 再 評 価 時 今 回 再 評 価 時 備 考

算 出 根 拠 マ ニ ュ ア ル
治水経済調査マニュアル（案）

平成17年4月
治水経済調査マニュアル（案）

平成17年4月

基 準 年 平成２１年 平成２６年

区 分 項 目 現在価値 構成比 現在価値 構成比

費 用

(千円)

工 事 費 4,145,636 91.7％ 4,358,332 92.3％

維 持 管 理 費 374,815 8.3％ 364,859 7.7％

残 存 価 値 － － － －

費 用 合 計 ( C ) 4,520,451 4,723,192

便 益

(千円)

一般資産被害軽減便益① 10,229,492 48.6% 9,100,471 48.9%

氾濫面積
A=100.3ha

浸水家屋数
N=254戸

農作物被害軽減便益② 272,936 1.3% 147,376 0.8%

公共土木施設等被害軽減便益③ 9,697,555 46.1% 8,621,499 46.4%

営業停止被害軽減便益④ 57,807 0.3% 55,266 0.3%

応急対策費用軽減便益⑤ 579,826 2.8% 497,394 2.7%

残存価値 200,564 0.9% 172,647 0.9%

便 益 合 計 ( B ) 21,038,180 18,594,653

費 用 対 効 果 分 析 ( B / C ) ４．６５ ３．９４

治水対策として、河道改修、調節池、放水路が考えられるが、地形や土地利用状況等を考慮すると
工期やコスト面においても、現況の河川断面を拡幅する河道改修が最良の手段である。
また、河川断面が拡幅された下流の整備済み区間では、出水時において安全に洪水を流すことが可能
となり、事業効果を発現していることから、引き続き上流部も河道改修を進める。

上中流域の宅地開発、下流域の学園都市整備など沿川の都市化が進み、一度氾濫が起きる
とその被害は甚大なものになるため、改修の必要性は一層高まっている。

標準横断図

現況断面

堀の下新橋下流（出水状況） H22.6清水橋右岸（学園都市整備状況）

整備済区間（H19 台風9号）

Ａ Ｂ

築堤 築堤

掘削 掘削



平面図（埋蔵文化財本調査） 清水橋（施行状況）

５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

事業継続 ・ 事業中止

変更なし・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

・下流部の１，８３０ｍについては、河道断面が確保され、出水時でも被害が発生しておらず、治水効果
が発現している。

［元々が長期計画］

河川事業では、河道狭窄部のみを改修すると、その下流に新たな氾濫を起こすおそれが生じるため、下
流から事業を進捗させる必要がある。本河川においては、２，７５０ｍにわたる区間での河道改修が必要で
あり、長期計画となっている。

［不測の事態により長期化］
・坂下橋より上流は農業用の排水樋管が多く、維持管理とコスト面から統廃合をすることとなり、その協
議に時間を要した。（この区間で１５基を１０基に統廃合）

また、橋梁の架け替えにあたり全面通行止めを基本としていたが、学園都市区域内の清水橋は交通
量が多く、地元からの強い要望で迂回道路の設置が必要となり、更に想定していなかった支障物件（光
ケーブル）の移設も必要となった。
上記により、３年間の不測の期間を要した。

・堀の下新橋付近のおいて、当初想定していない女堀遺跡の遺構が発見され、埋蔵文化財調査が必要
となったため、３年間の調査期間を要する見込みである。

・寺沢川の河川改修事業は、沿川の開発や文教施設の集積により、出水時の浸水被害の影響を考慮
すると、事業の必要性・重要性は高いことから、平成３４年度の完成（６年延伸）に向けて事業を推進し
たい。

・迂回道路の設置と埋蔵文化財の本調査により事業費が増加するが、樋管の統廃合によるコスト縮減
から、全体事業費は増減しない。

新橋架け替え

仮設橋（迂回道路）

寺沢川

至 国道１７号（上武道路）

女堀遺跡 本調査範囲

堀の下新橋

市道橋

（女堀遺跡）
中世の赤城南面に残る農業用水路跡
延長約１３ｋｍ、幅１５～３０ｍ、深さ３～４ｍ
一部国指定史跡（前橋市、伊勢崎市）

（本調査の内容）
１年目：発掘（深さ０～２ｍ）
２年目：発掘（深さ２～４ｍ）
３年目：埋戻し

・埋蔵文化財の本調査、橋の架け替えなどに期間を要しているが、今後は橋梁架け替えに伴う支障物
件の移設や迂回道路設置の協議を早めることで、残り工区の早期完成を図りたい。


